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～早期発見が、健康を保つ道しるべ～

「がん検診」を受診しましょう
がんは日本人の死因第1位で、2人に1人が生涯のうちにがんにかかる可能性があるといわれています。
がんは早期発見・早期治療を徹底すれば治る確率が高まるといわれ、検診を受診することががんの早期発見・早期治療に
つながります。いつまでも健康でいられるように、正しい知識を持ってがん検診を受診しましょう。
問健康づくり政策課検診推進係（袋井保健センター）　☎42-7275

そ
も
そ
も「
が
ん
」と
は
ど
ん
な
も
の
？

　

人
間
の
体
の
細
胞
は
、
約
60
兆
個
の
細
胞
か

ら
で
き
て
い
て
、
毎
日
１
％
く
ら
い
の
細
胞
が

死
ん
で
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

減
っ
て
し
ま
っ
た
細
胞
は
、
細
胞
分
裂
に
よ

り
補
わ
れ
て
い
き
ま
す
が
、
こ
の
細
胞
分
裂
の

際
に
コ
ピ
ー
ミ
ス
が
起
こ
り
、
遺
伝
子
の
突
然

変
異
に
よ
り「
死
な
な
い
細
胞
」と
し
て
残
っ
た

細
胞
が﹃
が
ん
細
胞
﹄で
す
。

「
が
ん
」は
死
因
の
第
１
位
で
す

　

が
ん
は
、
日
本
人
の
死
因
第
１
位
で
、
生
涯

の
う
ち
に
が
ん
で
死
亡
す
る
可
能
性
は
、
男
性

の
約
４
人
に
１
人
、
女
性
の
約
６
人
に
１
人
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

静
岡
県
で
も
、
死
因
の
第
１
位
は
が
ん
が
占

め
て
い
て
、「
主
な
死
因
別
の
死
亡
率
の
年
次
推

移
」（
平
成
24
年
静
岡
県
の
人
口
動
態
統
計
よ
り
）

を
み
る
と
、
が
ん（
悪
性
新
生
物
）は
ほ
ぼ
一
貫

し
て
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な「
が
ん
」が
多
い
の
？

　

平
成
22
年
に
新
た
に
診
断
さ
れ
た
が
ん（
罹り

か
ん患

全
国
推
計
値
）は
約
81
万
例
で
、
男
性
が
約
47
万

例
・
女
性
が
約
34
万
例
で
し
た
。

　

が
ん
の
発
症
が
多
い
部
位
は
男
女
で
異
な

り
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
対
策
情
報

セ
ン
タ
ー
が
ま
と
め
た「
２
０
１
０
年
の
が
ん
罹

患
数（
全
国
推
計
値
）が
多
い
部
位
」（
地
域
が
ん

登
録
全
国
推
計
に
よ
る
が
ん
罹
患
デ
ー
タ
よ
り
）

を
み
る
と
、
男
性
で
は「
胃
が
ん
」が
最
も
多

く
、
次
い
で「
肺
が
ん
」、「
大
腸
が
ん
」の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
で
は「
乳
が
ん
」が
最
も

多
く
、
次
い
で「
大
腸
が
ん
」、「
胃
が
ん
」の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
に
が
ん
で
死
亡
し
た
人
は

約
36
万
人
で
、
男
性
が
約
21
万
人
・
女
性
が
約

15
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す（
人
口
動
態
統
計
に
よ

る
が
ん
死
亡
デ
ー
タ
よ
り
）。

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
検
診
を
！

　

が
ん
罹
患
率
は
男
女
と
も
50
歳
代
く
ら
い
か

ら
増
加
し
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
高
く
な
り
ま
す

が
、
若
い
世
代
の
方
も
油
断
は
禁
物
で
す
。

　

大
腸
が
ん
は
男
女
と
も
に
40
歳
代
か
ら
、
女

性
の
場
合
、
乳
が
ん
は
40
歳
代
か
ら
、
子
宮
頸け

い

が
ん
は
20
歳
代
～
30
歳
代
前
半
で
か
か
る
人
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

が
ん
は
、
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
治
る
可
能

性
が
高
く
、
治
療
に
よ
る
体
へ
の
負
担
も
少
な

く
て
す
み
ま
す
。
し
か
し
、
が
ん
細
胞
が
小
さ

い
早
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

い
た
め
、
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
自
分
は
大
丈
夫
」と
油
断
せ
ず
、
若
い
う
ち
か

ら
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

☆
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
袋
井
市
の「
が
ん
検
診
」に

つ
い
て
、
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉主な死因別の死亡率の年次推移（静岡県）

つ
い
て
、
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉2010年のがん罹患数（全国推計値）が多い部位
1位 2位 3位 4位 5位

男性 胃 肺 大腸 前立腺 肝臓
女性 乳房 大腸 胃 肺 子宮

◉2012年のがん死亡数が多いがんの部位（全国）
1位 2位 3位 4位 5位

男性 肺 胃 大腸 肝臓 すい臓
女性 大腸 肺 胃 すい臓 乳房

◇男性では、40歳以上で消化器系のがんの死亡が多くを
占めますが、70歳代以上ではその割合はやや減少し、
肺がんと前立腺がんの割合が増加します。

◇女性では、40歳代では乳がん・子宮がん・卵巣がんの
死亡が多くを占めますが、高齢になるほどその割合は
減少し、消化器系と肺がんの割合が増加します。
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◉年齢階級別がん罹患率推移（全国）
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「がん検診」を受診しましょう特集

　

袋
井
市
の「
が
ん
検
診
」で
は
、
過
去
５
年
間

（
平
成
21
～
25
年
度
）の
受
診
者
の
う
ち
１
３
９

人
の
方
か
ら
が
ん
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
が
ん
検
診
」で
は
、

ど
ん
な
検
査
を
す
る
の
？

　

袋
井
市
の
実
施
し
て
い
る「
が
ん
検
診
」は
、

次
の
1
～
6
の
６
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
次

の
よ
う
な
検
査
を
行
い
ま
す
。

1
胃
が
ん
検
診
…
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
、
胃
の

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
い
ま
す
。

2
大
腸
が
ん
検
診
…
２
日
分
の
便
を
採
取
し
て

提
出
し
、
便
に
潜
血
反
応
が
あ
る
か
を
検
査

し
ま
す
。

3
胸
部
検
診
…
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
い

ま
す
。

4
前
立
腺
が
ん
検
診
…
男
性
が
対
象
の
検
診
で

す
。
血
液
検
査
で
、
前
立
腺
か
ら
分
泌
さ
れ

る
タ
ン
パ
ク
質
の
一
種
で
あ
る
Ｐ
Ｓ
Ａ（
前
立

腺
特
異
抗
原
）の
値
を
調
べ
ま
す
。

5
乳
が
ん
検
診
…
女
性
が
対
象
の
検
診
で
す
。

年
齢
に
よ
り
検
査
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

①
30
歳
代
の
方
…
視
触
診
と
乳
房
エ
コ
ー
検
査

を
行
い
ま
す
。

②
40
歳
以
上
の
方
…
視
触
診
と
乳
房
の
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）ま
た

は
、
乳
房
エ
コ
ー
検
査
を
１
年
ご
と
に
交
互

に
行
い
ま
す
。

6
子
宮
頸
が
ん
検
診
…
女
性
が
対
象
の
検
診
で

す
。
子
宮
の
入
り
口
部
分
を
軽
く
こ
す
っ
て

細
胞
を
取
り
、
異
常
な
細
胞
が
な
い
か
を
調

べ
る
検
査
を
行
い
ま
す
。

◇
会
場
や
実
施
時
期
、
受
診
料
は
、
下
表「
袋
井

市
の「
が
ん
検
診
」」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

袋井市の「がん検診」
種類 対象 会場 実施時期 検査の内容 自己負担額

1胃がん検診（※1） 40歳以上の方 各公民館（検診車） 6月～10月 胃部レントゲン検査
（バリウム使用） 1,200円

2大腸がん検診 40歳以上の方 各公民館（検診車） 6月～10月 便潜血反応検査 400円

3胸部検診（※2） 40歳以上の方 各公民館（検診車） 5月～10月
胸部レントゲン検査
（必要時、喀

かくたん

痰検査）
無料

4前立腺がん検診 40歳以上の男性 指定医療機関 6月～11月 血液検査（PSA検査） 1,000円

5乳がん検診 30歳以上の女性

各公民館（検診車）
［完全予約制］

6月～平成27年1月 問診、乳房視触診、
マンモグラフィ検査
または乳房エコー検査

1,200円
中東遠総合医療センター
［完全予約制］

6月～平成27年1月
（予約は10月まで）

6子宮頸がん検診 20歳以上の女性

各公民館（検診車）
［完全予約制］

6月～平成27年1月

問診、内診、細胞診 1,200円
中東遠総合医療センター
［完全予約制］

6月～10月
（予約は9月まで）

市内の産婦人科医院
［一部予約制］

6月～平成27年1月

（※1）平成26年4月1日現在の年齢が40歳・45歳・50歳・55歳・60歳で「胃がん検診」を受診される方は、「胃がんリスク検診」
（800円）を受診いただけます。「胃がんリスク検診」は、血液検査（※ペプシノゲン値とピロリ菌感染有無の検査）により胃が
んになりやすい状態にあるかを調べる検査です。詳しくは、「胃がん検診」の受診の際にご案内します。

（※2）「喀痰検査」（700円）は、「胸部検診」の問診で実施が必要とされる方や希望される方を対象に実施するものです。詳しく
は、「胸部検診」の受診の際にご案内します。

「
が
ん
検
診
」の
費
用
は
高
額
な
の
？

　

市
が
実
施
す
る「
が
ん
検
診
」は
、
実
際
か
か

る
費
用
よ
り
安
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
子
宮
頸
が
ん
検
診
」と「
乳
が
ん
検

診（
視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）」を
受
診

す
る
場
合
、
全
額
自
己
負
担
で
は
約
１
万
２
千

円
か
か
り
ま
す
が
、
市
の
検
診
で
は
自
己
負
担

額
２
，４
０
０
円
で
受
診
で
き
ま
す
。

「
が
ん
検
診
」を
受
診
す
る
に
は
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　
「
が
ん
検
診
」の
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

健
康
づ
く
り
政
策
課
検
診
推
進
係（
袋
井
保
健
セ

ン
タ
ー)

へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
受
診
ま
で
の

流
れ
は
、
次
の
❶
～
❺
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

❶
電
話
で
健
康
づ
く
り
政
策
課
検
診
推
進
係（
袋

井
保
健
セ
ン
タ
ー)

へ
、
検
診
の
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

❷
検
診
の
日
程
表
と
受
診
票
を
お
送
り
し
ま

す
。
予
約
制
の
検
診
は
、
受
診
者
ご
本
人
で

各
医
療
機
関
へ
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

❸
検
診
当
日
は
、
必
要
な
物
を
持
参
し
、
注
意

事
項
を
確
認
し
て
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

❹
検
診
結
果
は
、
郵
送
ま
た
は
、
診
察
の
際
に

直
接
お
返
し
し
ま
す
。
受
け
取
っ
た
結
果
の

内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

❺
検
診
の
結
果
、
再
検
査
や
精
密
検
査
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
医
療
機
関
で
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

☆「
が
ん
」は
、
不
治
の
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
医
療
で
は
、
早
期
発
見
す
れ
ば
90
％

以
上
の
が
ん
は
治
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
が
ん
検
診
」で
、
い
つ
ま
で
も
健
康
な
体
を

保
ち
ま
し
ょ
う
。


